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家庭や地域の方々と共に「ありがとう｣｢いいね」を伝え合える学び場を６６人の子どもたちに
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今度は，国語の問題に挑戦してみませんか
令和元年度 全国学力・学習状況調査の問題から



全国学力・学習状況調査
の結果から② 友だちの発表を聞き，考えを重ねる力を…

解けましたか？(３の一の答えは「４」，二の答えは「３」です）
前回の算数同様，６年生が４月に行った全国学力・学習状況調査の問題の一部です。似たよ

うな問題ですが，一の問題は文の要約（直前にある大谷さんの話をまとめる）の問題，二の問

題は言い換え（二つ前の岸さんの質問を言い換える）問題です。正答率は，全国平均，県平均

ともに一が高く二が低い結果でしたが，本校の結果は逆。二の方が高く，全国平均，県平均を

上回っていました（残念ながら，一は平均に達しませんでした)｡

どちらも前後の文をしっかり読み取ると答えにたどり着く問題で，読解力が必要です。これ

は，一朝一夕で身に付くものではありません。普段から読書に親しむことや，授業の中で,｢私

は○○さんの考えと似ていて，…」や「私は○○さんの考えと違って，…」など，友だちの発

表をよく聞き，発表内容を自分なりにまとめ，それと自分の考えを比べて発表することを積み

重ねていくことが大切です。

先日，７９の国・地域の１５歳を対象に行った学習到達度調査(PISA)の結果が公表され，日

本は「読解力」の順位が大きく低下したとの報道がありました。問題をみてみると，これから

の読解力は，単に文を読み取り一つの答えにたどり着く力だけでなく，文を読んで「どう思っ

たか｣｢文のどこからそのように思ったのか」を答える力も大切になってくるようです。お子さ

んが本を読み終わったとき，ときには「どう思った？｣｢どうしてそう思った？」と聞いてみて

ください（いつもやると本を読むのが嫌になるので「たまに｣｢気軽に」聞いてみてください)。

学校でも，しっかりと読解力が子どもたちに身に付く

よう，頑張っていきます。

１２月４日(水)には，４～６年生が県の学習状況調

査に取り組みました。取り組んだ国語，算数，理科，

社会(５･６年）の問題は，全国学力・学習状況調査の

問題同様，文章をしっかり読まないと解けない問題で

す。頭をフル回転させて，最後まで「粘り強く」しっ

かりと取り組んでくれたことでしょう。

地域ではたらく人に学ぶ
２年生が生活科の授業の一環として，白岩地区の二つの仕事場に

に訪問しました。二つのグループに分かれて，１１月２８日(木)に

は郵便局へ，翌日の２９日(金)には保育園にそれぞれ訪問し，いろ

いろなことをインタビューしたり，体験してきました。

郵便局には，３人の子どもたち

が訪問し，局長さんから郵便局の

仕事や局内にある様々な機械のこ

と，はがきにある七つのはこの

れお椀など二つずつ制作すること
が ひみつ(郵便番号を書く欄のこ

とです）などを詳しく聞くこと

ができました。

保育園に行った４人は，園長さ

んからお話を聞いた後，エプロンを着て小さい子どものめんどうを

みたり，発表会練習の手伝いをしたり，保育士さんの仕事をちょっ

とだけ体験してきました。分かったことや考えたことは大きな模造

紙にまとめ，１・３年生の前で発表するそうです。楽しみですね。
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